
大庭良介
（博士（生命科学））

大学の国際化促進フォーラム JV-Campus運営委員会 委員長
筑波大学JV-Campus事業機構 プロジェクトリーダー

筑波大学JV-Campus連携室 室長
筑波大学教育推進部 教授

JV-Campusと教育の未来
～高等教育の国際的玄関口として、教育クラウドリソースとして～



学歴
京都大学
総合人間学部 卒（2000年）
生命科学研究科 修了（2006年）

（博士（生命科学））

職歴
筑波大学 人間総合学研究科・医学医療系 助教（2007年～2014年）
筑波大学 医学医療系 准教授（2014年～2024年）
筑波大学 教育推進部（兼・医学医療系） 教授（2024年～）

大学などにおける主な運営活動
・筑波大学 台湾オフィス所長（初代）（2015年～2018年）
・筑波大学 国際連携食料健康科学専攻（修士） 創立メンバー・副運営委員長（2014年～）
・筑波大学 学長特別ミッション マレーシア校設立Feasibility Study（2019年）
・筑波大学 国際室長補佐 戦略的パートナーシップ（国際）担当（2020年～2021年）
・JV-Campusプロジェクトリーダー・運営委員長（大学の国際化促進フォーラム）（2021年～）
・一般社団法人日本マイクロクレデンシャル機構（JMICRO） 理事（2025年～）
・筑波大学 グローバル教育院地球規模課題学位プログラム 学位プログラムリーダー（2025年～）

略歴

筑波大学医学医療系において健康情報総合学研究
室を主宰。専門は、細菌学、分子生物学、科学計量
学、科学哲学、東洋思想など多岐にわたる。“科学と
は何か”が現在の研究テーマ。
主な著書として、『総合智への方法論』（丸善出版、
2025年）、『「型」の再考』（京都大学学術出版会、2021
年）、『萌芽する科学技術』(共著、山口富子・日比野愛
子編著、京都大学学術出版会、2009年)、『Bacterial
DNA, DNA Polymerase and DNA Helicases』(Sam S.
Bruns, Walter D. Knudsen編著 , Nova Biomedical
Publisher, 2010年)、など。
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① JV-Campusとは

② JV-Campusにおけるマイククレデンシャル
-内部質保証（内容と体制）
-外部質保証（JMICROの活用）
- JV-Campusマイククレデンシャルの展開

③ JV-Campusの新たな展開





オールジャパンで結成する国際的なオンライン教育プラットフォーム（JV-Campus）

オールジャパンで多彩で魅力ある

戦略的科目群を構成し、世界に

発信。

希望する国内外の大学が、自大学
の強みある教育コンテンツを世界に

提供。

☞ 「各大学専用BOX」の提供とサポート
► プラットフォーム環境システム提供
► ポータルサイト機能の提供

世界や社会に通用
性のある多様な知
の科目の集積

~日本語教育及び日本の
強みを発信~

英語を中心とした
多言語発信

Japan Virtual Campus (JV-Campus) 構想（大学の国際化促進フォーラムプロジェクト）

SGU事業・大学の国際化促進フォーラム（2025年12月31日、120大学、133機関参加）

幹事校
JV-Campus運営委員会（毎月開催）



JV-Campusを取り巻く施策状況

内閣官房・教育未来創造会議（令和５年４月）我が国の「知の総和」向上の未来像
～高等教育システムの再構築～中央教育審議会（令和7年2月）

国立大学の決意
わが国の将来を担う国立大学の新たな将来像

国立大学協会 （令和7年3月）

国際競争力けん引学部等の認定等について
文部科学省（令和7年9月）

赤下線は講演者

「日本人18歳人口の減少」
⇒

「知の総和の向上」
「留学生比率の引上げ」

「能力の向上」



➣海外からの留学生を増やしたい
◼ 留学生に日本に興味を持ってもらいたい ⇒ 日本文化等
◼ 留学生の日本への留学の敷居を下げたい ⇒ 日本語等
◼ 留学生に自大学を知ってもらいたい ⇒ 大学紹介、個別コース等
◼ 留学生を積極的に自大学に誘導したい ⇒ 事前単位付与コース等
◼ 渡日後の語学教育 ⇒ 日本語など
◼ 豊富な英語教育コンテンツを届けたい ⇒ 一般教養・専門・日本文化・リテラシー等
◼ 国内外での就職活動を支援したい ⇒ インターンシップ、ビジネス日本語など

➣日本人の留学を活性化し、効果を最大化したい
◼ 海外の授業（英語の授業）を受けることを日常化したい ⇒ 一般教養・専門・日本文化・リテラシー等
◼ 英語で日本文化を紹介できるようにしたい ⇒ 日本文化等
◼ 海外大学の授業に慣れさせたい ⇒ 海外大学提供コンテンツ
◼ 留学の機会を紹介したい ⇒ 海外留学プログラム
◼ 留学後も自大学の単位取得を可能にしたい ⇒ 個別機関からの科目配信
◼ 留学経験を就職活動に活かしたい ⇒ インターンシップ・ネットワーキング、ビジネス日本語など

➣スタッフの国際化を促したい
◼ 自己啓発：高等教育の国際化の理解や能力向上をしたい⇒ 英語科目、SD科目、海外大学提供科目

➣社会とアカデミアをグローバルに接続したい
◼ 産官学民の新たな共鳴を生み出したい ⇒ ハブ機能、自治体・企業活動の教育コンテンツ化、社会リソースなど

JV-Campus活用のシチュエーション例

導入

リクルート

留学後ケア

導入

留学後ケア

卒業後ケア

日本の高等教育の玄関口として
“ヴァーチャル” から “リアル” へ

新たな教育スタイルの創造
オンラインだけでも、対面だけでもない、新スタイルへ

高等教育のクラウドリソースとして
キャンパスの日常とともに

JV-Campus Vision

国際空港モデル



①ポータル機能; 様々な大学・機関・企業コンテンツの入口

②学習管理（LMS・Moodle）機能; オンライン教育のマネジメント・実施機能

③動画配信機能; JVCコンテンツサーバから独自のオンデマンド配信

④eポートフォリオ機能; 学習歴管理・バッジ格納等

⑤デジタルバッジ・電子証明書発行機能; Verifiable Credentialsに準拠

⑥教材アーカイブ機能; NHK映像作品、専門家有志の教材

⑦セミナー機能; メタバースを実装

JV-Campusプラットフォーム機能(日・英完備)

テスト
課題の実施

レポートの提出 成績管理 デジタルバッジの発行

オンライン教育における質の保証

国際通用性のある学習歴の一括管理等ができる機能（eポートフォリオ）を実装

オンデマンド/
リアルタイム講義



JV-Campus 個別機関Box（ポータル機能）JV-Campusのポートフォリオ・バッジ発行システム・学習システム

【学習者へアプローチ可能】

バッジウォレット付

eポートフォリオ

レポートの提出
掲示板による交流

コンテンツ視聴
（リアルタイムでもよい）

テストの実施

PayPalによる
支払いシステム

デジタルバッジ
発行（OBv3.0）
(JV-Campus独自の基盤)

成績管理



JV-Campusでバッジの発行・管理・共有が可能です！

共有

https://portfolio.jv-

campus.org/badg

e/926CE45A-

7037-4C5B-B722-

AA10285591EA/

PDFで共有
ポートフォリオで管理

バッジのデータ

URLで共有

SNSで共有

OBv3.0形式



JV-Campusが提供するコンテンツ群 (2026.5.31現在)

海外大学・ 企業等の提供コンテンツ

外国人学習者への支援・その他
日本と日本の大学を知ろう

大学紹介、学部や研究科の紹介、
研究室の紹介など留学先を探せる

模擬授業

就職支援機能

オンラインインターンシップ

留学生と企業のコミュニケーションメタバース

国内学生の留学支援

留学準備プログラム 留学プログラムの
事前・事後学習の提供

マイクロクレデンシャル

プログラム

日本の伝統文化・思想リテラシー

現代日本社会の諸課題リテラシー

自然科学

生物資源・農学

工学

情報・データサイエンス

建築・芸術

医学医療・健康

教育

言語

国際関係

人文・社会科学

ビジネス・経営

資格・試験

観光

その他

85機関 1, 058件(日)／943件(英)

93件

109件

313件

（各大学がJV-Campus規格に沿って開発した共同利用を想定したコンテンツ群（無料））

5/212

27大学 41プログラム、988講義

科学とテクノロジー

▶ AIと情報科学 2/48

▶エネルギー・環境科学 2/32

グローバルヘルスと医療

▶グローバルヘルスと医療 4/90

プログラム数 / 講義回数

（大学・企業の独自企画（無料・有料））

JVC 共同利用コンテンツ 個別機関Boxコンテンツ

日本の文化・社会と地域創成

▶ 日本史・社会構造 0/42

▶ 日本の伝統・芸術と生活文化 0/69

▶ 日本の地域・観光と持続可能性 3/66

▶ 日本の言語と教育 2/35

グローバルな持続可能性と環境

▶ 気候変動科学と政策 5/99

▶ 環境評価とマネジメント 2/48

▶ 環境技術とカーボンニュートラル 0/18

▶ 食・農とエコシステムサービス 0/15

国際リテラシー 14件

平和・紛争と国際協力 12/213

海洋・海事テクノロジー 2/60

ビジネスとマーケット

▶経済・市場構造 5/75

▶日本のキャリア・ビジネス慣習 0/30

▶ビジネス創出・デザイン 2/48

プログラム数 / 講義回数

14 / 273

5 / 212

7 / 180

4 / 80

7 / 153

4 / 90

13機関 47コンテンツ提供中

167/156件

81/63件

67/59件

32/30件

45/41件

49/44件

41/39件

129/122件

69 /43 件

180/156件

48 /46 件

14/13件

14/15件

61/ 58件



JV-Campus 個別機関Box（ポータル機能）無料で学習できるJV-Campusの学習コンテンツ群（JVC共同利用コンテンツ）

JV-Campus独自の
コンテンツフォーマット
・授業一回＝15分程度の

動画 x 3本
＝45分以上の動画を基本

・日英両言語対応
・独自の科目分類、動画
構成・背景・フォント等



JV-Campus日本語ひろばを通じた日本語学習のサポート from 2024.10

【日本語学習者と日本語教師の双方へのポータル】
・13機関・47 日本語学習コース
・学習サポートツール紹介
・就職、留学、資格試験案内
・学習者・教師へのインタビュー



JV-Campus ヴァーチャルからリアルへの活用事例（2024年度）

JIGE（関西大学・東北大学・千葉大学）
によるメタバースを活用した

リアルタイム企業インターンシップ

世界展開力事業における事例

筑波大学とオハイオ州立大学との間の
JVCと対面のハイブリッド形式による
オープンバッジ（OB）発行をともなう

多文化共修

69名にOBを発行済

11企業が参加

JIGE Remote Internship Course【2024/9/24-11/11】

JIGEリモートインターンシップPREPコース
PV数1281、User数259

PV数 10237
User数 2059

PV数 5521
User数 882

PV数 2666
User数 391



JV-Campus 個別機関Box（ポータル機能）JV-Campusと他のプラットフォームの違い

観点 JV-Campus Coursera / edX Udemy gacco JMOOC

主目的

日本の高等教育
の国際化・留学
活性化・国際教
育の推進

世界大学の
MOOC提供

スキル教育
日本語での学習
のMOOC

日本MOOCの普
及

運営主体 省庁＋大学連携 民間企業＋大学 民間企業 民間＋大学
一般社団法人

JMOOC

コンテンツ提供者 大学・教育機関 世界の大学 個人講師・企業 大学・企業 大学・企業

学習者対象
世界の学生・留
学希望者

世界の一般学習
者

一般社会人
主に日本語での

学習者
日本の一般学習

者

役割

日本の大学の国
際教育ハブ

・教材のクラウド
リソース

MOOC教育サー
ビス

スキル講座マー
ケット

日本版MOOC
日本版大学

MOOC



JV-Campusポータルサイトの現状（2022.4.1-2026.5.31）

480,225
2,671,451

1,005
988

訪問ユーザー数累計

ページ表示回数累計

参加大学・団体・企業数

参加機関の総コンテンツ数

共同利用コンテンツ数

人

回

機関88個別機関BOX
企業BOX 計

個別機関BOX
企業BOXの
公開数計

コンテンツ

講義

サイトへの訪問が確認された国・地域

9,417
LMS（Moodle）学習登録者数

人

185の国と地域

41プログラム



JV-Campusポータルサイト世界アクセス状況（2022.4.1～2026.4.30）

1. 国別訪問者数のソースはWordpressのみ、moodleは取得対象外です。

2. サイト訪問時のデータから訪問ユーザのロケーションを推測しています。

3. ロケーションが特定できない訪問者は除外されております。

4. 国名の表記はgoogleデータ中の名称に拠って記載しております。

5. Googleの定義において、重複訪問者数は除外されております。

訪問ユーザ数の約6割以上が海外ユーザ



① JV-Campusとは

② JV-Campusにおけるマイククレデンシャル
-内部質保証（内容と体制）
-外部質保証（JMICROの活用）
- JV-Campusマイククレデンシャルの展開

③ JV-Campusの新たな展開



JV-Campus 個別機関Box（ポータル機能）

JV-Campusオリジナルの英語で学ぶマイクロクレデンシャルコース
（Open Badgeとeポートフォリオをフル活用）

（2025年度９月より配信；β版無償）
日本文化

マイクロクレデンシャル
学習内容（合計1.5単位相当分ｘ2）
・現代日本社会の諸課題（1.5単位相当分）（24授業回）
・日本の伝統文化・思想リテラシー（1.5単位相当分）（24授業回）

JV-Campus独自の
コンテンツフォーマット

・授業一回＝15分程度の動画 x 3本＝45分以上の動画を基本
・各15分動画に理解度確認の小テスト（多肢選択等）
・授業一回ごとに課題（小テストやレポート課題等）

・日英両言語対応
・独自の科目分類、動画構成・背景・フォント等

内部質保証
JV-Campus運営委員会による

コンテンツの質保証
・月１回の運営会議

・専門部会による予備審査体制

JV-Campusにおける教育コンテンツ
および

マイクロクレデンシャルの質保証

外部質保証
一般社団法人

日本マイクロクレデンシャル機構による
マイクロクレデンシャルの質保証

・ガイドライン、フレームワーク、・審査体制の構築

英語で学ぶ日本社会・日本文化

マイクロクレデンシャルだけでなく、より簡便に学習でき
るサーティフィケーションコース（OB付）なども準備中



JV-Campus 個別機関Box（ポータル機能）英語で学ぶ日本社会・日本文化
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JV-Campus 個別機関Box（ポータル機能）JV-Campusにおける内部質保証①（JV-Campusの独自規格）

JV-Campus独自の
コンテンツフォーマット

・授業一回＝15分程度の動画 x 3本＝45分以上の動画を基本
・各15分動画に理解度確認の小テスト（多肢選択等）
・授業一回ごとに課題（小テストやレポート課題等）

・日英両言語対応
・独自の科目分類、動画構成・背景・フォント等

内部質保証
JV-Campus運営委員会による

コンテンツの質保証
・月１回の運営会議

・専門部会による予備審査体制

JV-Campusにおける教育コンテンツ
および

マイクロクレデンシャルの質保証

外部質保証
一般社団法人

日本マイクロクレデンシャル機構による
マイクロクレデンシャルの質保証

・ガイドライン、フレームワーク、・審査体制の構築
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JV-Campus 個別機関Box（ポータル機能）JV-Campusにおける内部質保証②（JV-Campus運営委員会）

SGU事業・大学の国際化促進フォーラム（2024年12月31日、幹事校15大学、132機関参加）

幹事校
JV-Campus運営委員会

JV-Campus独自の
コンテンツフォーマット

・授業一回＝15分程度の動画 x 3本＝45分以上の動画を基本
・各15分動画に理解度確認の小テスト（多肢選択等）
・授業一回ごとに課題（小テストやレポート課題等）

・日英両言語対応
・独自の科目分類、動画構成・背景・フォント等

内部質保証
JV-Campus運営委員会による

コンテンツの質保証
・月１回の運営会議

・専門部会による予備審査体制

JV-Campusにおける教育コンテンツ
および

マイクロクレデンシャルの質保証

外部質保証
一般社団法人

日本マイクロクレデンシャル機構による
マイクロクレデンシャルの質保証

・ガイドライン、フレームワーク、・審査体制の構築

月1回の月例会議



JV-Campus 個別機関Box（ポータル機能）JV-Campusにおける外部質保証②（JMICROにおける質保証）

承認審査申請

承認審査 2025年11月発足

一般社団法人
日本マイクロクレデンシャル機構
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JV-Campus
デジタルクレデ
ンシャル等専門

部会
2022年4月～

JMOOC
マイクロクレデンシャルWG

2023年6月～

科研基盤研究（B)
アジア太平洋地域の大学ネットワークにおけ
るマイクロクレデンシャル運用の実証研究

2022年4月～2026年3月

大学 民間研修機関

調査・研究

マイクロクレデンシャ
ルの標準化・質保証

体系的コンテンツ
スキル標準

資格枠組み（QF）
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JMICROとJV-Campus



一般社団法人日本マイクレデンシャル機構（JMICRO）とは

１．設立の背景と趣旨

• 現代社会において、急速に変化する労働市場や技術革新に対応するため、従
来の学位制度に加え、柔軟かつ多様な学修成果の証明手段として「マイクロク
レデンシャル （Micro-credentials）」への関心が世界で高まりつつあり、
UNESCOやOECD、EU諸国をはじめとした国際機関や政府がその重要性を認
識し、標準化と認証の枠組みを推進しており、タイやオーストラリアなどのアジ
ア太平洋地域においても同様の動きが進行している。

• 一方、日本においては、マイクロクレデンシャルの取り組みを始めているものの
学修成果の信頼性確保、国際的互換性の担保、社会的な認知度の向上といっ
た課題が依然として残っている。

• こうした状況を踏まえ、国内におけるマイクロクレデンシャルの質保証・標準仕
様の策定と外部認証制度の構築を推進するため、民間・教育界・学術界・産業
界の有識者が連携し、公益の立場で運営する一般社団法人を設立するに至っ
た。



一般社団法人日本マイクレデンシャル機構（JMICRO）とは

２．事業内容

１）マイクロクレデンシャルの仕様・標準の策定および普及
・UNESCO等の調査を踏まえ、国際連携を促進できる国内標準化の策定
・デジタル証明（Open Badge等）との連携設計
２）第三者によるマイクロクレデンシャルの外部承認制度の構築・運営
・教育機関・企業等が発行するプログラムに対する審査・承認
・公正かつ透明な承認プロセスの整備
・承認マーク・登録制度の管理
３）マイクロクレデンシャルの可視化・流通促進
・資格枠組み（NQF）、スキル標準、職能フレームワークへの
マイクロクレデンシャルの体系的なマッピング
・取得者の学習成果の記録・ポートフォリオ支援
・企業や社会への認知・活用支援
４）政策提言および国際連携の推進
・日本国内の制度整備に向けた調査・政府への提言
・アジア太平洋地域を中心とした標準共有・相互承認の促進



一般社団法人日本マイクレデンシャル機構（JMICRO）とは

一般社団法人日本マイクロクレデンシャル機構

大学・高等教育機関及び
関係団体・連盟等

OpenBadge(OB)発行
システム会社

年会費
業務委託

マイクロ
クレデンシャル

発行支援

システム
利用料 OB発行支援

学習者

ウォレット
の提供

マイクロクレデンシャル

企業・民間研修機関及び
自治体・関係団体・連盟等

オンライン教育プラットフォーム
運営会社

国際関係機関

連携

証明（オープンバッジなど）発行
機構・会社など

オンライン教育プラットフォーム
機構・会社など

証明発行支援
証明の発行
管理機能



JMICROによるマイクロクレデンシャルの定義

項目名 項目名（英語例示） JMICRO EU Australia Malaysia 履修証明

学習者を識別する情報 Identification of the learner 必須 必須 有り 有り

発行日 Date of issuing 必須 必須 有り 有り

マイクロクレデンシャル名称 Title of the micro-credential 必須 必須 必須 有り 有り

発行機関 Awarding body 必須 必須 必須 有り 有り

発行国／地域 Country/Region of the issuer 選択 必須

内容 Content/ Description 必須 必須 有り

学修成果 Learning outcomes 必須 必須 必須 有り

授業の方法 Form of participation 必須 必須 必須 有り 有り

授業言語 Language 選択 必須 有り

学習量（総学習時間） Learner Effort 必須 必須 必須 有り 有り

評価の方法 Type of assessment 必須 必須 必須 有り 有り

質保証 Type of quality assurance 必須 必須 必須 有り 有り

レベル Level 選択 必須 有り

証明 Certification 選択 必須 有り

単位/その他の認定 Credit/ Other Recognition 必須 必須 必須 有り 有り

（受講）前提条件 Prerequisites needed to enroll 選択 選択 必須 有り 有り

積み上げ可能性 Stackability 選択 選択 選択

共通記述子



JMICROによる承認審査

7月上旬より
JMICROによるマイクロクレデンシャル承認審査に関する

パブリックコメントを開始予定

承認審査を2026年9月に受付開始予定
（会員も随時募集中（by JMICRO事務局長））



JV-Campus 個別機関Box（ポータル機能）JV-Campusにおけるマイククレデンシャルの将来的像

「国際性 × 接続性 × 実効性」を見据えた展開

単なるオンライン教材配信ではなく、日本の大学群の知を束ね、国際的課
題に応答し、単位接続性を持ち、大学と産業をつなぐ、「国際教育インフ
ラ」になることを目指す。

1. 「学修接続性」を高める設計

2. 「大学向けB2B展開」の深化

3. 「大学・社会接続性」の強化

4. 「国際共創型」マイクロクレデンシャルへの発展

5. 「日本ブランド強化」戦略



① JV-Campusとは

② JV-Campusにおけるマイククレデンシャル
-内部質保証（内容と体制）
-外部質保証（JMICROの活用）
- JV-Campusマイククレデンシャルの展開

③ JV-Campusの新たな展開



JV-Campus 個別機関Box（ポータル機能）JV-Campusの新たな展開① Gacco x JV-Campus

2026年6月25日締結



JV-Campus 個別機関Box（ポータル機能）JV-Campusの新たな展開② JIG (F1000Research) x JV-Campus

日本の研究成果を教材に、そして、世界へ



JV-Campus 個別機関Box（ポータル機能）普及・理解増進活動（JV-C茶話会（毎月開催（8月・1月以外）））



英語教材はもちろん、日本語教材も。
国内で共有し、世界へ発信する。

JV-Campusは、高等教育の知をつなぐ国際的なコモンズです。


